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5.10　GSP15kW仕様
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注）

*1：最小設定電圧は定格電圧の0.1%です。これには設定電圧、モニタ（リードバック）電圧を含みます。

*2：最小設定電流は定格電流の0.2%です。これには設定電流、モニタ（リードバック）電流を含みます。

*3：周囲温度40 以上では15A/1 のディレーティングが必要です。

*4： 安全規格（UL, IEC等）申請時の定格入力電圧範囲は下記の通りです。

　　  a) 3相200V入力モデル：190～240Vac(50/60Hz)

  　　b) 3相400V入力モデル：380～415Vac(50/60Hz)

　  　c) 3相480V入力モデル：380～480Vac(50/60Hz)

*5： 入力電圧 200Vac時 (3相200V入力モデル)、入力電圧 380Vac時 （3相400V/480V入力モデル）
　　　です。

*6： 内蔵ノイズフィルタ部への入力サージ電流(0.2ms以下）は除きます。

*7：  a) 3相200V入力モデル：170～265Vac(負荷一定時)

  　　b) 3相400V入力モデル：342～460Vac(負荷一定時)

  　　c) 3相480V入力モデル：342～528Vac(負荷一定時)

*8： 無負荷～全負荷時、入力電圧一定。リモートセンシング時です。

*9： リップルノイズの測定方法は下記の通りです。

　　　・出力電圧 10～150V モデルはJEITA規格、RC-9131Cに準じます。（ 1：1 プローブを使用 )

　　　・出力電圧 300～600V モデルは 100：1 プローブを使用 

*10： 電源の出力端子の電圧が最大定格電圧を超えないようにして下さい。

*11： 立上り、立下り時、それぞれ定格出力電圧の 10%～90% 間の応答時間を示します。

          定格負荷、定抵抗負荷時の値です。

*12： 立下り時、定格出力電圧の 90% 10% 間の応答時間を示します。

*13： 定電流モードにおいて、入力電圧が一定で出力電圧の下限から定格まで変更したときの値です。

*14： 電流リップルノイズ測定時の出力電圧は次の通りです。

           出力電流の設定は定格電流です。また測定器の帯域幅は5Hz～１MHｚです。

　　　　・出力電圧10Vモデル：2V

　　　　・出力電圧20～600Vモデル：定格出力電圧の10％

*15： 定電流プログラミングの場合、電流の設定精度とモニタリング精度には、初期ドリフトは含みません。

*16： 出力電圧の測定点はセンシング点です。

*17： 出力電圧10Vモデルは2 /100mの周囲温度ディレーティングが必要です。

*18： 信号/通信インターフェースケーブル長：3m以下、DC出力ケーブル長：30m以下です。

*19： IEEEモデルの最大周囲温度は40 です。

*20： 出力電圧10VのIEEEモデルの最大出力電流は1200A（ 40 ）、1350A（ 30 ）です。

*21： 出力電圧10Vの3相200Vモデルの効率は88.5%です。

*22： 負荷が一定の場合です。

*23： 周囲温度は25 の場合です。

*24： ACパワースイッチをONにしてから、電源が正常に動作可能となるまでの時間です。
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